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統合後 5 年目となり、順調に教育活動が展開されています。子どもたちはみんな仲良く元気
に学校生活を送っています。子どもたちは地区に関係なく友達関係を築いています。保護者
の方々も同様です。学校行事となれば、協力いただき非常に感謝しています。授業参観や
PTA総会などの出席率は95％以上です。

髙藤 陽菜さん（南畑）、尻石 凜さん（安庭）、村田 心海さん（大村）
人が多くなったのが一番良かったです。友だちがたくさん増えて、学校行事も種類が多くなっ
て楽しいことがたくさんできました。また、統合したあとの令和元年に体育館が大きく立派に
なって、冬も暖かく運動ができます。これからもみんなで協力して、いい学校にしたいです。

校長先生から

児童
から

御　所
小学校

　大村小学校、南畑小学校、
安庭小学校３校の校章を一
つにし、それぞれの由来を引
き継ぎ、在校生や卒業生など
地域の方々にも親しみのあ
るデザインです。

■御所小学校

　御明神小学校の校章が由
来で、多賀神社の神鏡とヒノ
キの葉、橋場小学校の校章で
あった駒ケ岳と竜川を組み
合わせたデザインです。

■御明神小学校

　昭和 47 年に閉校した旧
西山中学校の校章が由来で、
西山の「西」と岩手山を表し
た「山」を重ね、小学校らしく
柔らかくまとめたデザイン
です。

■西山小学校

ひ な ここ みりん

縦割り班で仲良く掃除したり、遊ぶ姿がとても微笑ましいです。勉強やスポーツに一生懸命
の児童がたくさんいます。PTA 総会の参加率は高く、ご家族や地域の方々の皆様の教育力を
感じます。教育環境は、岩手山を望む校舎をはじめ、素晴らしいです。学区には複数のスキー
場や文化遺産があり、子どもたちの教育に生かします。

佐々木 結愛さん（西根）、芳賀 風歌さん（上長山）、羽上 輝一さん（下長山）
初めのころは、積極的でないところもあったけど、どんどんなじんできました。いろんなこ
とがにぎやかになり、仲良く、楽しくできました。今までにない地区に友だちができました。
よしゃれなど伝統芸能で新しい学校を盛り上げていきたいです。

校長先生から

児童
から

西　山
小学校

ゆ い ふう か き いち

統合後 4 年目となり、校舎は大規模な改修を行い、素晴らしい環境のもと、みんな仲良く学
校生活を送っています。５・６年生は学校林を活用して体験学習を行っています。何よりも
子どもたちの限られた人間関係から、広がりができ、多様性が得られたことは良かったと思
います。子どもたち、保護者ともに何をやるのも一緒にという良好な関係です。

古舘 拓さん
初めは、それぞれの地区で分かれていましたが、今は仲良く楽しくやっています。運動着が、
オレンジから紺に、教室やトイレが明るく便利になって良かったです。明るいあいさつをし
て地域の人に評判のいい小学校にしたいです。

校長先生から

児童
から

御明神
小学校

たく

町では、町立小学校の適正配置基本計画
に基づき、平成29年から30年にかけて、
西山地区3校、御明神地区2校、御所地区3
校を統合し、それぞれ1校となりました。今
回の特集は、統合後の小学校の様子や閉
校後の学校施設の活用状況を紹介します。

御
所
小
学
校（
校
長 

松
本
洋
介
）は
、
御
所

地
区
の
大
村
小
学
校
、南
畑
小
学
校
、安
庭

小
学
校
の
３
校
が
統
合
し
、
平
成
20
年
に

建
て
ら
れ
た
安
庭
小
学
校
を
校
舎
と
し
て

平
成
29
年
４
月
に
開
校
し
ま
し
た
。令
和

３
年
４
月
の
児
童
数
は
１
０
３
人
で
す
。

御
明
神
小
学
校
（
校
長 

中
崎
光
則
）
は
、
御

明
神
地
区
の
御
明
神
小
学
校
、
橋
場
小
学
校

の
２
校
が
統
合
し
、
御
明
神
小
学
校
を
校
舎

と
し
て
、
平
成
30
年
４
月
に
開
校
し
ま
し

た
。令
和
３
年
４
月
の
児
童
数
は
75
人
で
す
。

小学校
統合の
いま

特集

西
山
小
学
校
（
校
長 

菊
池
春
夫
）
は
、西

山
地
区
の
西
根
小
学
校
、下
長
山
小
学
校
、

上
長
山
小
学
校
の
３
校
が
統
合
し
、下
長

山
小
学
校
を
校
舎
と
し
て
、平
成
30
年
４

月
に
開
校
し
ま
し
た
。令
和
３
年
４
月
の
児

童
数
は
１
５
３
人
で
す
。



2しずくいし議会だより No.118しずくいし議会だより No.1183

統合後 5 年目となり、順調に教育活動が展開されています。子どもたちはみんな仲良く元気
に学校生活を送っています。子どもたちは地区に関係なく友達関係を築いています。保護者
の方々も同様です。学校行事となれば、協力いただき非常に感謝しています。授業参観や
PTA総会などの出席率は95％以上です。

髙藤 陽菜さん（南畑）、尻石 凜さん（安庭）、村田 心海さん（大村）
人が多くなったのが一番良かったです。友だちがたくさん増えて、学校行事も種類が多くなっ
て楽しいことがたくさんできました。また、統合したあとの令和元年に体育館が大きく立派に
なって、冬も暖かく運動ができます。これからもみんなで協力して、いい学校にしたいです。

校長先生から

児童
から

御　所
小学校

　大村小学校、南畑小学校、
安庭小学校３校の校章を一
つにし、それぞれの由来を引
き継ぎ、在校生や卒業生など
地域の方々にも親しみのあ
るデザインです。

■御所小学校

　御明神小学校の校章が由
来で、多賀神社の神鏡とヒノ
キの葉、橋場小学校の校章で
あった駒ケ岳と竜川を組み
合わせたデザインです。

■御明神小学校

　昭和 47 年に閉校した旧
西山中学校の校章が由来で、
西山の「西」と岩手山を表し
た「山」を重ね、小学校らしく
柔らかくまとめたデザイン
です。

■西山小学校

ひ な ここ みりん

縦割り班で仲良く掃除したり、遊ぶ姿がとても微笑ましいです。勉強やスポーツに一生懸命
の児童がたくさんいます。PTA 総会の参加率は高く、ご家族や地域の方々の皆様の教育力を
感じます。教育環境は、岩手山を望む校舎をはじめ、素晴らしいです。学区には複数のスキー
場や文化遺産があり、子どもたちの教育に生かします。

佐々木 結愛さん（西根）、芳賀 風歌さん（上長山）、羽上 輝一さん（下長山）
初めのころは、積極的でないところもあったけど、どんどんなじんできました。いろんなこ
とがにぎやかになり、仲良く、楽しくできました。今までにない地区に友だちができました。
よしゃれなど伝統芸能で新しい学校を盛り上げていきたいです。

校長先生から

児童
から

西　山
小学校

ゆ い ふう か き いち

統合後 4 年目となり、校舎は大規模な改修を行い、素晴らしい環境のもと、みんな仲良く学
校生活を送っています。５・６年生は学校林を活用して体験学習を行っています。何よりも
子どもたちの限られた人間関係から、広がりができ、多様性が得られたことは良かったと思
います。子どもたち、保護者ともに何をやるのも一緒にという良好な関係です。

古舘 拓さん
初めは、それぞれの地区で分かれていましたが、今は仲良く楽しくやっています。運動着が、
オレンジから紺に、教室やトイレが明るく便利になって良かったです。明るいあいさつをし
て地域の人に評判のいい小学校にしたいです。

校長先生から

児童
から

御明神
小学校

たく

町では、町立小学校の適正配置基本計画
に基づき、平成29年から30年にかけて、
西山地区3校、御明神地区2校、御所地区3
校を統合し、それぞれ1校となりました。今
回の特集は、統合後の小学校の様子や閉
校後の学校施設の活用状況を紹介します。

御
所
小
学
校（
校
長 

松
本
洋
介
）は
、
御
所

地
区
の
大
村
小
学
校
、南
畑
小
学
校
、安
庭

小
学
校
の
３
校
が
統
合
し
、
平
成
20
年
に

建
て
ら
れ
た
安
庭
小
学
校
を
校
舎
と
し
て

平
成
29
年
４
月
に
開
校
し
ま
し
た
。令
和

３
年
４
月
の
児
童
数
は
１
０
３
人
で
す
。

御
明
神
小
学
校
（
校
長 

中
崎
光
則
）
は
、
御

明
神
地
区
の
御
明
神
小
学
校
、
橋
場
小
学
校

の
２
校
が
統
合
し
、
御
明
神
小
学
校
を
校
舎

と
し
て
、
平
成
30
年
４
月
に
開
校
し
ま
し

た
。令
和
３
年
４
月
の
児
童
数
は
75
人
で
す
。

小学校
統合の
いま

特集

西
山
小
学
校
（
校
長 

菊
池
春
夫
）
は
、西

山
地
区
の
西
根
小
学
校
、下
長
山
小
学
校
、

上
長
山
小
学
校
の
３
校
が
統
合
し
、下
長

山
小
学
校
を
校
舎
と
し
て
、平
成
30
年
４

月
に
開
校
し
ま
し
た
。令
和
３
年
４
月
の
児

童
数
は
１
５
３
人
で
す
。



4しずくいし議会だより No.118しずくいし議会だより No.1185

　地域住民が中心となり、旧橋場小学校を拠点とした
地域の活性化を考える「旧橋場小学校さおでんせ会」
が令和２年から活動しています。
　昨年11月には、「橋場の文化祭」を開催し、地域の
作家や住民の作品、コレクションを展示しました。旧
小学校に人が集まる機会として取り組んだ文化祭は、
久しぶりに地域住民の交流の場となり、校内に賑やか
な声が響きました。
　また、校舎は、毎週木曜日の午後「木よう自習室」
の名称で自学習の場として利用されています。
　「おでんせ会」では、「橋場の文化祭」や「木よう
自習室」を機に
旧小学校に訪れ
る地域住民や卒
業生から寄せら
れるアイデアを
もとに、今後の
取り組みに生か
していくための
話し合いを重ね
ています。

　旧大村小学校利活用実行委員会は、平成30年度から地域
の賑わい創出を図るため「収穫市」（産直）を始めました。
　２年目の令和元年度には、産直に加え食堂も開催し、多
くの来場者で賑わいましたが、昨年度はコロナ禍のため食
堂は中止、産直も９月と10月のみの開催となりました。
　今年度は、５月から産直のほか、「そば打ち体験」や
「フリーマーケット」など来場者に楽しんでもらえる企画
を加えながら感染予防を徹底し開催しています。また、地
元産品の野菜や山菜などを利用した生産・加工の挑戦も始
めています。

　体育館や校庭はスポーツ少年団や地域の方々に幅広く利用されています。校舎は地
域での利用を配慮しながら、個人や民間企業などへの貸しオフィス、さらに飲食店な
どとしても活用できることから、利用事業者を募集していく予定としており、地域経
済の活性化につながる拠点施設として整備を進めていくこととしています。

　校舎内の大きな空間を活かし、トランポリン・体操教室に利用されているほか、体
育館や校庭はスポーツ活動を行う場として利用されています。
　また、スポーツ振興や交流人口拡大による地域活性化に向け、校舎や校庭の特徴や
立地条件を活かし、校舎内の多目的ホールなどを整備。校庭にはアーチェリーの射場
を整備します。令和３年度に設計を、４年度に整備工事が行われます。

　町の歴史や文化を伝える歴史民俗資料館で展示・収蔵しきれない埋蔵文化財や古民
具などの保管場所として活用しています。体育館や校庭は、スポーツ少年団や地域の
スポーツ活動を行う場として利用されています。

旧小学校は
学びの中心から地域の中心へ
旧大村
小学校

旧上長山
小学校

旧南畑
小学校

旧西根
小学校

旧橋場
小学校

多くの人たちでにぎわいを見せる「大村春の山菜まつり」（令和元年５月撮影）

最初の一歩として、継続されている木よう自習室
橋場分教場時代の看板を手に思い出話に花が咲く卒業生の
お二人（昨年11月開催の「橋場の文化祭」）教室に保管されている町内で出土した埋蔵文化財

体操教室に活用されている多目的ホール

にしやま大運動会（H30.9）

今年から始めた「そば打ち体験」

地域のスポーツ活動の中心として利用

アーチェリーの射場を整備予定

体育館や校庭はスポ少活動に継続して利用



4しずくいし議会だより No.118しずくいし議会だより No.1185

　地域住民が中心となり、旧橋場小学校を拠点とした
地域の活性化を考える「旧橋場小学校さおでんせ会」
が令和２年から活動しています。
　昨年11月には、「橋場の文化祭」を開催し、地域の
作家や住民の作品、コレクションを展示しました。旧
小学校に人が集まる機会として取り組んだ文化祭は、
久しぶりに地域住民の交流の場となり、校内に賑やか
な声が響きました。
　また、校舎は、毎週木曜日の午後「木よう自習室」
の名称で自学習の場として利用されています。
　「おでんせ会」では、「橋場の文化祭」や「木よう
自習室」を機に
旧小学校に訪れ
る地域住民や卒
業生から寄せら
れるアイデアを
もとに、今後の
取り組みに生か
していくための
話し合いを重ね
ています。

　旧大村小学校利活用実行委員会は、平成30年度から地域
の賑わい創出を図るため「収穫市」（産直）を始めました。
　２年目の令和元年度には、産直に加え食堂も開催し、多
くの来場者で賑わいましたが、昨年度はコロナ禍のため食
堂は中止、産直も９月と10月のみの開催となりました。
　今年度は、５月から産直のほか、「そば打ち体験」や
「フリーマーケット」など来場者に楽しんでもらえる企画
を加えながら感染予防を徹底し開催しています。また、地
元産品の野菜や山菜などを利用した生産・加工の挑戦も始
めています。

　体育館や校庭はスポーツ少年団や地域の方々に幅広く利用されています。校舎は地
域での利用を配慮しながら、個人や民間企業などへの貸しオフィス、さらに飲食店な
どとしても活用できることから、利用事業者を募集していく予定としており、地域経
済の活性化につながる拠点施設として整備を進めていくこととしています。

　校舎内の大きな空間を活かし、トランポリン・体操教室に利用されているほか、体
育館や校庭はスポーツ活動を行う場として利用されています。
　また、スポーツ振興や交流人口拡大による地域活性化に向け、校舎や校庭の特徴や
立地条件を活かし、校舎内の多目的ホールなどを整備。校庭にはアーチェリーの射場
を整備します。令和３年度に設計を、４年度に整備工事が行われます。

　町の歴史や文化を伝える歴史民俗資料館で展示・収蔵しきれない埋蔵文化財や古民
具などの保管場所として活用しています。体育館や校庭は、スポーツ少年団や地域の
スポーツ活動を行う場として利用されています。

旧小学校は
学びの中心から地域の中心へ
旧大村
小学校

旧上長山
小学校

旧南畑
小学校

旧西根
小学校

旧橋場
小学校

多くの人たちでにぎわいを見せる「大村春の山菜まつり」（令和元年５月撮影）

最初の一歩として、継続されている木よう自習室
橋場分教場時代の看板を手に思い出話に花が咲く卒業生の
お二人（昨年11月開催の「橋場の文化祭」）教室に保管されている町内で出土した埋蔵文化財

体操教室に活用されている多目的ホール

にしやま大運動会（H30.9）

今年から始めた「そば打ち体験」

地域のスポーツ活動の中心として利用

アーチェリーの射場を整備予定

体育館や校庭はスポ少活動に継続して利用



6しずくいし議会だより No.118しずくいし議会だより No.1187

　
令
和
３
年
６
月
議
会
定

例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら

６
月
15
日
ま
で
の
12
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
定
例
会
で
は
、
承

認
３
件
、
条
例
６
件
、
補

正
予
算
３
件
、契
約
２
件
、

そ
の
他
７
件
、
同
意
１
件

を
審
議
し
ま
し
た
。ま
た
、

一
般
質
問
は
10
人
が
登
壇

し
、
適
切
な
町
政
運
営
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
町

当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。

○
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
　
１
千
１
４
０
万
円

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
ひ
と
り
親
世
帯
ま
た
は
住
民
税
非
課
税
の
子
育

て
世
帯
に
、
児
童
一
人
当
た
り
5
万
円
を
給
付
す
る
も
の

○
経
営
体
育
成
支
援
事
業
　
７
７
４
万
６
千
円
お
よ
び

　
被
災
農
業
者
緊
急
支
援
事
業
費
補
助
金
　
６
８
４
万
７
千
円

　
令
和
２
年
12
月
14
日
以
降
の
大
雪
や
暴
風
で
、
農
業
用
施
設
や
機
械

等
に
被
害
を
受
け
た
農
業
者
の
経
営
再
開
に
向
け
て
、
修
繕
や
再
取
得

を
支
援
す
る
も
の
。

○
鶯
宿
温
泉
開
発
株
式
会
社
運
営
費
補
助
金
　
３
４
２
万
６
千
円

　
鴬
宿
温
泉
の
観
光
振
興
、
新
た
に
雇
用
す
る
人
件
費
等
の
事
業
運
営

費
を
補
助
す
る
も
の
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接
種
事
業
　
４
２
８
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
係
る
人
件

費
等
に
支
出
す
る
も
の
。

令和３年度補正予算

会計名 補正後予算額
（補正予算額）

一般会計 100億6,954万6千円
（7,954万6千円増）

国民健康保険
特別会計

18億2,138万円
（38万円増）

介護保険事業勘定
特別会計

19億8,125万6千円
（5万5千円増）

町
税
条
例
の
一
部
改
正
で
　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を

継
続新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

被
保
険
者
等
の
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
、
国
の
財
政
支
援
が
さ

れ
る
た
め
、
令
和
３
年
度
も
減
免

を
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

介
護
保
険
料
を
減
免
す
る
雫

石
町
介
護
保
険
条
例
を
一
部

改
正新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減

少
し
た
第
１
号
被
保
険
者
等
に
係

る
保
険
料
の
減
免
を
、
令
和
３
年

度
も
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

昇
瀬
橋
、
雫
石
町
消
防
団
５

分
団
５
部
屯
所
の
工
事
開
始

昇
瀬
橋
架
け
替
え
工
事
と
雫
石

町
消
防
団
第
５
分
団
第
５
部
屯
所

の
建
築
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
審
議
の
結
果
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
工
事
が
始
ま

り
ま
す
。

■
工
事
名
：
町
道
滝
沢
・
安
庭
線

昇
瀬
橋
架
け
替
え
工
事

　契
約
金
額
：
６
億
７
千
９
８
０

万
円

　請
負
者
：
岩
井
建
設
株
式
会
社
・

株
式
会
社
中
村
建
設
特
定
共
同

企
業
体

■
工
事
名
：
雫
石
町
消
防
団
第
５

分
団
第
５
部
屯
所
建
築
工
事

　契
約
金
額
：
５
千
５
０
０
万
円

　請
負
者
：
有
限
会
社
沢
口
工
務

店
町
民
憩
の
家
鴬
宿
集
会
所
の

指
定
管
理
者
が
変
更

　
雫
石
町
民
憩
の
家
鴬
宿
集
会
所

の
指
定
管
理
は
、
鶯
宿
温
泉
観
光

協
会
が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
令
和

３
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
解
散
す

る
た
め
、
７
月
１
日
以
降
は
新
た

に
鶯
宿
温
泉
開
発
株
式
会
社
が
指

定
管
理
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
指
定
管
理
期
間
は
、
令
和
３
年

７
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

に
全
会
一
致
で
同
意

　
教
育
委
員
会
の
作
山
雅
宏
教
育

長
が
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
令
和

３
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
新
た
な
教
育
長
の
任

命
に
関
し
、
全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

新
教
育
長

　
氏
名
：
佐
藤
嘉
彦
　
氏

　
住
所
：
盛
岡
市

　
任
期
：
令
和
３
年
７
月
１
日
か

ら
令
和
５
年
12
月
25
日

主
な
も
の

さ
と
う
よ
し
ひ
こ

６月定例会のあらまし

ひとり親世帯
などの子育てを
生活支援

鶯
宿
温
泉
開
発
株
式
会
社
が
、

町
民
憩
の
家
の
新
た
な
指
定
管
理
者
に

昨
年
の
大
雪
暴
風
被
災

農
業
者
を
支
援

こ
こ
が
変
わ
る

指
定
管
理

同
意

指定管理者が変更となる町民憩の家鴬宿集会所

大雪により損壊したビニールハウス町内ではワクチン接種が順調に進んでいる
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令
和
３
年
６
月
議
会
定

例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら

６
月
15
日
ま
で
の
12
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
定
例
会
で
は
、
承

認
３
件
、
条
例
６
件
、
補

正
予
算
３
件
、契
約
２
件
、

そ
の
他
７
件
、
同
意
１
件

を
審
議
し
ま
し
た
。ま
た
、

一
般
質
問
は
10
人
が
登
壇

し
、
適
切
な
町
政
運
営
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
町

当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。

○
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
　
１
千
１
４
０
万
円

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
ひ
と
り
親
世
帯
ま
た
は
住
民
税
非
課
税
の
子
育

て
世
帯
に
、
児
童
一
人
当
た
り
5
万
円
を
給
付
す
る
も
の

○
経
営
体
育
成
支
援
事
業
　
７
７
４
万
６
千
円
お
よ
び

　
被
災
農
業
者
緊
急
支
援
事
業
費
補
助
金
　
６
８
４
万
７
千
円

　
令
和
２
年
12
月
14
日
以
降
の
大
雪
や
暴
風
で
、
農
業
用
施
設
や
機
械

等
に
被
害
を
受
け
た
農
業
者
の
経
営
再
開
に
向
け
て
、
修
繕
や
再
取
得

を
支
援
す
る
も
の
。

○
鶯
宿
温
泉
開
発
株
式
会
社
運
営
費
補
助
金
　
３
４
２
万
６
千
円

　
鴬
宿
温
泉
の
観
光
振
興
、
新
た
に
雇
用
す
る
人
件
費
等
の
事
業
運
営

費
を
補
助
す
る
も
の
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接
種
事
業
　
４
２
８
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
係
る
人
件

費
等
に
支
出
す
る
も
の
。

令和３年度補正予算

会計名 補正後予算額
（補正予算額）

一般会計 100億6,954万6千円
（7,954万6千円増）

国民健康保険
特別会計

18億2,138万円
（38万円増）

介護保険事業勘定
特別会計

19億8,125万6千円
（5万5千円増）

町
税
条
例
の
一
部
改
正
で
　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
を

継
続新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

被
保
険
者
等
の
国
民
健
康
保
険
税

に
つ
い
て
、
国
の
財
政
支
援
が
さ

れ
る
た
め
、
令
和
３
年
度
も
減
免

を
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

介
護
保
険
料
を
減
免
す
る
雫

石
町
介
護
保
険
条
例
を
一
部

改
正新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減

少
し
た
第
１
号
被
保
険
者
等
に
係

る
保
険
料
の
減
免
を
、
令
和
３
年

度
も
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

昇
瀬
橋
、
雫
石
町
消
防
団
５

分
団
５
部
屯
所
の
工
事
開
始

昇
瀬
橋
架
け
替
え
工
事
と
雫
石

町
消
防
団
第
５
分
団
第
５
部
屯
所

の
建
築
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
審
議
の
結
果
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
工
事
が
始
ま

り
ま
す
。

■
工
事
名
：
町
道
滝
沢
・
安
庭
線

昇
瀬
橋
架
け
替
え
工
事

　契
約
金
額
：
６
億
７
千
９
８
０

万
円

　請
負
者
：
岩
井
建
設
株
式
会
社
・

株
式
会
社
中
村
建
設
特
定
共
同

企
業
体

■
工
事
名
：
雫
石
町
消
防
団
第
５

分
団
第
５
部
屯
所
建
築
工
事

　契
約
金
額
：
５
千
５
０
０
万
円

　請
負
者
：
有
限
会
社
沢
口
工
務

店
町
民
憩
の
家
鴬
宿
集
会
所
の

指
定
管
理
者
が
変
更

　
雫
石
町
民
憩
の
家
鴬
宿
集
会
所

の
指
定
管
理
は
、
鶯
宿
温
泉
観
光

協
会
が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
令
和

３
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
解
散
す

る
た
め
、
７
月
１
日
以
降
は
新
た

に
鶯
宿
温
泉
開
発
株
式
会
社
が
指

定
管
理
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
指
定
管
理
期
間
は
、
令
和
３
年

７
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

に
全
会
一
致
で
同
意

　
教
育
委
員
会
の
作
山
雅
宏
教
育

長
が
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
令
和

３
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
新
た
な
教
育
長
の
任

命
に
関
し
、
全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

新
教
育
長

　
氏
名
：
佐
藤
嘉
彦
　
氏

　
住
所
：
盛
岡
市

　
任
期
：
令
和
３
年
７
月
１
日
か

ら
令
和
５
年
12
月
25
日

主
な
も
の

さ
と
う
よ
し
ひ
こ

６月定例会のあらまし

ひとり親世帯
などの子育てを
生活支援

鶯
宿
温
泉
開
発
株
式
会
社
が
、

町
民
憩
の
家
の
新
た
な
指
定
管
理
者
に

昨
年
の
大
雪
暴
風
被
災

農
業
者
を
支
援

こ
こ
が
変
わ
る

指
定
管
理

同
意

指定管理者が変更となる町民憩の家鴬宿集会所

大雪により損壊したビニールハウス町内ではワクチン接種が順調に進んでいる

令和３年第３回雫石町議会定例会｜議決結果等一覧	 会期：6月4日（金）～6月15日（火）

議案等
番　号

議員名

件名

金
子
一
男

坂
井
尚
樹

徳
田
幸
男

岡
本
忠
美

古
舘
謙
護

幅
　
秀
哉

堂
前
義
信

横
手
寿
明

岩
持
清
美

加
藤
眞
純

杉
澤
敏
明

西
田
征
洋

大
村
昭
東

上
野
三
四
二

坂
下
栄
一

議
決
結
果

承 認
第１号

雫石町税条例等の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求
めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 承

認
承 認
第３号

令和２年度雫石町一般会計補正予算（第 12号）の専決処分に関
し承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 承

認
議 案
第２号

雫石町個人情報保護条例及び雫石町個人番号の利用等に関する条
例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第４号

雫石町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可

決
議 案
第７号 令和３年度雫石町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第８号 令和３年度雫石町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第９号 令和３年度雫石町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決
議 案
第13号

公の施設の指定管理者の指定に関し議決を求めることについて
（雫石町民憩の家鴬宿集会所） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可

決

○ ･･･ 賛成　●…反対　欠…欠席　−…退席　※前田議長は採決には加わりません。

議決結果等一覧（抜粋）

★その他の承認、議案、同意については、全議員が賛成いたしました。
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
は
十
分
に
整
備
さ
れ
不
足

は
な
い
か
。

令
和
２
年
度
中
に
町
内
各
小
中
学
校
の
普
通

教
室
、
特
別
教
室
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を

整
備
し
、
全
児
童
生
徒
分
の
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
も
配
備
し
た
。
教
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
60
台
、

中
学
校
に
は
電
子
黒
板
12
台
も
設
置
し
て
お
り
現
在

の
と
こ
ろ
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
課
題
と
教
員
の
負
担
は
ど
う

か
。

課
題
は
教
員
の
年
齢
構
成
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
に
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
教
員

に
活
用
を
広
め
る
と
と
も
に
指
導
力
を
高
め
る
こ

と
。
ま
た
学
校
と
家
庭
で
の
学
習
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
い
か
に
効

果
的
に
活
用
す
る

か
が
課
題
。
教
員
の

負
担
に
つ
い
て
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

初
期
故
障
な
ど
不

具
合
へ
の
対
応
や

運
用
方
法
、
活
用
環

境
の
整
備
な
ど
に

負
担
。

※

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
教
育

手
法
。。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
　
　
　
　
　

期
間
終
了
後
の
定
住
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
経
過
や
状
況
、

定
住
の
状
況
は
。

こ
れ
ま
で
18
名
採
用
し
、
地
域
づ
く
り
、
移

住
定
住
、
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
、
観
光
誘

客
、
情
報
発
信
、
農
業
支
援
、
子
育
て
支
援
、
中
心

市
街
地
活
性
化
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
き
た
。
現

在
は
1
名
の
方
が
移
住
定
住
の
促
進
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
活
動
期
間
を
終

え
た
17
名
の
う
ち
9
名
が
町
に
在
住
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育※

、中
学
生
や

教
員
に
戸
惑
い
は

　
　段
階
的
に
進
め
て
お

り
、大
き
な
混
乱
は
な
い

ここが
聞きたい

町政を問う10議員が質問

一般質問
一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

質問者／岡本忠美 議員
おか もと ただ み

質問者／幅　秀哉 議員
はば ひで や

質問者／杉澤敏明 議員
すぎ さわ とし あき

質問者／西田征洋 議員
にし だ まさ ひろ

質問者／金子一男 議員
かね こ かず お

質問者／上野三四二 議員
のうわ み よ じ

質問者／徳田幸男 議員
とく た ゆき お

質問者／古舘謙護 議員
ふる だて けん ご

質問者／大村昭東 議員
おお むらしょうとう

農業の高齢化や
担い手不足対策は10

ページ

観光分野における
具体的な対策は10

ページ

電気柵設置補助事業、
再補助は10

ページ

再生可能エネルギー
どの種別を優先か

14
ページ

農地集約化への取り組みは12
ページ

農家の所得確保、農業生産性
向上にどう取り組むか12

ページ

コロナ禍における
自殺者対策は12

ページ

主要行事の開催、
対策を講じてできないか14

ページ

ワクチン接種の
予約状況は14

ページ

ＩＣＴ教育※、中学生や教員に
戸惑いは8

ページ

質問者／堂前義信 議員
どう ぜん よし のぶ

質
問
者
／
堂
前
義
信 

議
員

ど
う
ぜ
ん
よ
し
の
ぶ

QAA QQA 教
育
長

地域おこし協力隊の
約６割の隊員が同じ
地域に定住。積極的に
活用してほしいなぁ。

パソコンを活用し授業を受ける雫中生
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
は
十
分
に
整
備
さ
れ
不
足

は
な
い
か
。

令
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２
年
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中
に
町
内
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小
中
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の
普
通

教
室
、
特
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教
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ネ
ッ
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ワ
ー
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環
境
を

整
備
し
、
全
児
童
生
徒
分
の
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
も
配
備
し
た
。
教
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
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60
台
、

中
学
校
に
は
電
子
黒
板
12
台
も
設
置
し
て
お
り
現
在

の
と
こ
ろ
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分
に
整
備
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い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
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題
と
教
員
の
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担
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う

か
。
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教
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
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活
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こ
と
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、
全
教
員

に
活
用
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広
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る
と
と
も
に
指
導
力
を
高
め
る
こ

と
。
ま
た
学
校
と
家
庭
で
の
学
習
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
い
か
に
効

果
的
に
活
用
す
る

か
が
課
題
。
教
員
の

負
担
に
つ
い
て
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

初
期
故
障
な
ど
不

具
合
へ
の
対
応
や

運
用
方
法
、
活
用
環

境
の
整
備
な
ど
に

負
担
。

※

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
教
育

手
法
。。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
　
　
　
　
　

期
間
終
了
後
の
定
住
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
経
過
や
状
況
、

定
住
の
状
況
は
。

こ
れ
ま
で
18
名
採
用
し
、
地
域
づ
く
り
、
移

住
定
住
、
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
、
観
光
誘

客
、
情
報
発
信
、
農
業
支
援
、
子
育
て
支
援
、
中
心

市
街
地
活
性
化
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
き
た
。
現

在
は
1
名
の
方
が
移
住
定
住
の
促
進
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
活
動
期
間
を
終

え
た
17
名
の
う
ち
9
名
が
町
に
在
住
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育※

、中
学
生
や

教
員
に
戸
惑
い
は

　
　段
階
的
に
進
め
て
お

り
、大
き
な
混
乱
は
な
い

ここが
聞きたい

町政を問う10議員が質問

一般質問
一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

質問者／岡本忠美 議員
おか もと ただ み

質問者／幅　秀哉 議員
はば ひで や

質問者／杉澤敏明 議員
すぎ さわ とし あき

質問者／西田征洋 議員
にし だ まさ ひろ

質問者／金子一男 議員
かね こ かず お

質問者／上野三四二 議員
のうわ み よ じ

質問者／徳田幸男 議員
とく た ゆき お

質問者／古舘謙護 議員
ふる だて けん ご

質問者／大村昭東 議員
おお むらしょうとう

農業の高齢化や
担い手不足対策は10

ページ

観光分野における
具体的な対策は10

ページ

電気柵設置補助事業、
再補助は10

ページ

再生可能エネルギー
どの種別を優先か

14
ページ

農地集約化への取り組みは12
ページ

農家の所得確保、農業生産性
向上にどう取り組むか12

ページ

コロナ禍における
自殺者対策は12

ページ

主要行事の開催、
対策を講じてできないか14

ページ

ワクチン接種の
予約状況は14

ページ

ＩＣＴ教育※、中学生や教員に
戸惑いは8

ページ

質問者／堂前義信 議員
どう ぜん よし のぶ

質
問
者
／
堂
前
義
信 

議
員

ど
う
ぜ
ん
よ
し
の
ぶ

QAA QQA 教
育
長

地域おこし協力隊の
約６割の隊員が同じ
地域に定住。積極的に
活用してほしいなぁ。

パソコンを活用し授業を受ける雫中生



10しずくいし議会だより No.118しずくいし議会だより No.11811

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

農
業
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
対
策
は

　
　
関
係
機
関
と
連
携
し

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

農
畜
産
物
の
安
定
生
産
を
ど
う
支
援
、
指
導

す
る
の
か
。

飼
料
用
米
新
規
需
要
米
、
小
麦･

大
豆
等
の

土
地
利
用
型
作
物
や
野
菜
・
花
卉
等
の
高
収

益
作
物
へ
の
転
作
推
進
、
直
接
支
払
い
交
付
金
や
国
、

県
の
事
業
を
活
用
し
安
定
生
産
を
促
進
す
る
よ
う
継

続
し
て
支
援
す
る
。

農
畜
産
物
の
販
売
、
六
次
産
業
化
を
ど
う
推

進
す
る
の
か
。
ま
た
、
伝
統
料
理
の
伝
承
は
。

農
産
物
加
工
に
取
り
組
む
農
家
や
グ
ル
ー
プ

に
、
機
械
設
備
導
入
や
団
体
活
動
へ
支
援
し
、

生
産
、
加
工
、
販
売
の
情
報
提
供
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を

支
援
し
て
い
る
。
伝
統
料
理
伝
承
は
、
様
々
な
セ
ミ

ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
、
児
童
生
徒
へ
の
伝
承
活
動
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
料
理
に
触
れ
る
機
会
を
提

供
し
次
代
に
受
け
継
い
で
い
く
。

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
誕
生
を
目
指
す

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
競
技
力
向
上
の
取
り
組
み

は
。

鶯
宿
温
泉
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
整
備
計
画
の
将

来
構
想
、
展
望
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の

誕
生
を
掲
げ
、
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。
各
種
大
会

活
動
支
援
、
競
技
大
会
誘
致
な
ど
を
通
し
競
技
力
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
者
／
岡
本
忠
美 

議
員

お
か
も
と
た
だ

み

観
光
分
野
に
お
け
る
　   

具
体
的
な
対
策
は

質
問
者
／
金
子
一
男 

議
員

か
ね

こ

か
ず

お

　
　
５
つ
の
戦
略
を
掲
げ

進
め
る観

光
分
野
に
関
わ
る
団
体
や
事
業
所
に
お
け

る
観
光
政
策
の
一
貫
性
や
連
携
が
弱
く
、
政

策
立
案
や
事
業
の
実
施
に
課
題
が
あ
る
と
思
う
が
具

体
的
な
対
策
は
。

具
体
的
な
行
動
計
画
と
し
て
は
、
民
間
主
体

の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
構
築
、
観

光
産
業
の
人
材
を
確
保
す
る
体
制
の
構
築
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い
観
光
の
確
立
、
受

入
れ
基
盤
の
整
備
と
魅
力
的
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

創
出
、
鶯
宿
温
泉
エ
リ
ア
の
再
活
性
化
の
５
つ
の
戦

略
を
掲
げ
進
め
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
に
よ
る
働
き
方
の
多
様
性

を
踏
ま
え
、
宿
泊
施
設
な
ど
に
環
境
整
備
の

さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
だ
と
思
う
が
そ
の
対
策
は
。

令
和
２
年
8
月
か
ら
令
和
３
年
１
月
ま
で
の

期
間
に
、
長

テ
ー
ブ
ル
及
び
間
仕

切
り
等
の
購
入
費
用

な
ど
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
宿
泊
事
業

者
感
染
症
対
策
等
整

備
事
業
を
実
施
し
、

11
事
業
所
に
合
計
３

３
７
万
６
千
円
の
補

助
金
を
交
付
し
た
。

雫
石
高
校
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
は

中
高
生
徒
間
交
流
促
進
に
絞
っ
た
見
直
し
だ

が
、
町
外
の
中
学
校
と
の
生
徒
間
交
流
も
重

要
だ
と
思
う
が
、
並
行
し
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

生
徒
の
交
流
を
増
や
し
雫
石
高
校
の
イ
メ
ー

ジ
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
中
学
校
か
ら
入

学
す
る
生
徒
が
少
し
で
も
増
え
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
同
時
に
町
外
か
ら
の
生
徒
勧
誘
の
た
め
、
昨
年

度
は
雫
石
高
校
の
校
長
と
教
育
長
と
で
盛
岡
市
内
の

中
学
校
を
数
校
訪
問
し
、
今
年
度
は
町
外
か
ら
５
名

の
入
学
が
あ
っ
た
。

一
度
補

助
し
た

場
所
の
再
補
助

を
し
な
い
理
論

的
根
拠
は
。

当
面
の

間
は
過

去
に
実
施
し
た

世
帯
は
補
助
金

交
付
対
象
外
と

し
、
多
く
の
新

規
取
組
農
家
を
支
援
す
る
。
令
和
3
年
度
か
ら
大
規

模
な
圃
場
を
守
る
た
め
、２
名
以
上
か
つ
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
圃
場
に
電
気
柵
を
設
置
す
る
場
合
、
補
助

率
50
％
、
上
限
額
20
万
円
を
追
加
し
補
助
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

は
。

高
齢
者
の
約
81
％
の
方
が
申
込
み
を
さ
れ
て

お
り
、
６
月
３
日
現
在
で
は
、
１
回
目
の
接

種
者
は
３
５
０
名
と
な
っ
て
い
る
。
接
種
完
了
に
つ

い
て
は
７
月
末
を
目
指
し
て
い
る
。
基
礎
疾
患
を
有

す
る
方
、
64
歳
以
下
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
状
況
等

を
踏
ま
え
、
準
備
を
進
め
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
計
画
は

利
用
家
庭
の
声
に
ど
う
応
え
る
か
。

運
行
時
刻
を
早
め
る
変
更
、
運
行
時
間
が
長

く
な
る
変
更
に
つ
い
て
は
、
始
発
か
ら
乗
車
す

る
生
徒
と
利
用
家
庭
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
な
ど
が

想
定
さ
れ
、
ま
た
登
校
時
刻
な
ど
場
合
に
よ
り
対
応

で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
生
徒
の
負
担
を
で
き
る
だ
け

増
や
さ
な
い
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
。

電
気
柵
設
置
補
助
事

業
、再
補
助
は

　
　
実
施
済
世
帯
は
　
　

補
助
金
対
象
外

質
問
者
／
西
田
征
洋 

議
員

に
し

だ

ま
さ
ひ
ろ

QAQAQA 町  

長
コロナがなければ
「さなぶり会」で
重っこ料理食べら
れたのになぁ～

QAQAQA

QAQAQA

町  

長
県立雫石高校
将来ビジョンの
見直しは
どこが変わる。

町  

長
旧営林署が町内に
埋めた除草剤対策
は全然進展が見ら
れませんネ

ワーケーション設備を整える町内ホテル

新規導入農家に支援している電気柵

旧南畑小内に開設されているスポーツクラブ

ほ
じ
ょ
う
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こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

農
業
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
対
策
は

　
　
関
係
機
関
と
連
携
し

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

農
畜
産
物
の
安
定
生
産
を
ど
う
支
援
、
指
導

す
る
の
か
。

飼
料
用
米
新
規
需
要
米
、
小
麦･

大
豆
等
の

土
地
利
用
型
作
物
や
野
菜
・
花
卉
等
の
高
収

益
作
物
へ
の
転
作
推
進
、
直
接
支
払
い
交
付
金
や
国
、

県
の
事
業
を
活
用
し
安
定
生
産
を
促
進
す
る
よ
う
継

続
し
て
支
援
す
る
。

農
畜
産
物
の
販
売
、
六
次
産
業
化
を
ど
う
推

進
す
る
の
か
。
ま
た
、
伝
統
料
理
の
伝
承
は
。

農
産
物
加
工
に
取
り
組
む
農
家
や
グ
ル
ー
プ

に
、
機
械
設
備
導
入
や
団
体
活
動
へ
支
援
し
、

生
産
、
加
工
、
販
売
の
情
報
提
供
や
マ
ッ
チ
ン
グ
を

支
援
し
て
い
る
。
伝
統
料
理
伝
承
は
、
様
々
な
セ
ミ

ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
、
児
童
生
徒
へ
の
伝
承
活
動
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
料
理
に
触
れ
る
機
会
を
提

供
し
次
代
に
受
け
継
い
で
い
く
。

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
誕
生
を
目
指
す

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
競
技
力
向
上
の
取
り
組
み

は
。

鶯
宿
温
泉
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
整
備
計
画
の
将

来
構
想
、
展
望
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の

誕
生
を
掲
げ
、
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。
各
種
大
会

活
動
支
援
、
競
技
大
会
誘
致
な
ど
を
通
し
競
技
力
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
者
／
岡
本
忠
美 

議
員

お
か
も
と
た
だ

み

観
光
分
野
に
お
け
る
　   

具
体
的
な
対
策
は

質
問
者
／
金
子
一
男 

議
員

か
ね

こ

か
ず

お

　
　
５
つ
の
戦
略
を
掲
げ

進
め
る観

光
分
野
に
関
わ
る
団
体
や
事
業
所
に
お
け

る
観
光
政
策
の
一
貫
性
や
連
携
が
弱
く
、
政

策
立
案
や
事
業
の
実
施
に
課
題
が
あ
る
と
思
う
が
具

体
的
な
対
策
は
。

具
体
的
な
行
動
計
画
と
し
て
は
、
民
間
主
体

の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
構
築
、
観

光
産
業
の
人
材
を
確
保
す
る
体
制
の
構
築
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い
観
光
の
確
立
、
受

入
れ
基
盤
の
整
備
と
魅
力
的
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

創
出
、
鶯
宿
温
泉
エ
リ
ア
の
再
活
性
化
の
５
つ
の
戦

略
を
掲
げ
進
め
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
に
よ
る
働
き
方
の
多
様
性

を
踏
ま
え
、
宿
泊
施
設
な
ど
に
環
境
整
備
の

さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
だ
と
思
う
が
そ
の
対
策
は
。

令
和
２
年
8
月
か
ら
令
和
３
年
１
月
ま
で
の

期
間
に
、
長

テ
ー
ブ
ル
及
び
間
仕

切
り
等
の
購
入
費
用

な
ど
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
宿
泊
事
業

者
感
染
症
対
策
等
整

備
事
業
を
実
施
し
、

11
事
業
所
に
合
計
３

３
７
万
６
千
円
の
補

助
金
を
交
付
し
た
。

雫
石
高
校
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し
は

中
高
生
徒
間
交
流
促
進
に
絞
っ
た
見
直
し
だ

が
、
町
外
の
中
学
校
と
の
生
徒
間
交
流
も
重

要
だ
と
思
う
が
、
並
行
し
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

生
徒
の
交
流
を
増
や
し
雫
石
高
校
の
イ
メ
ー

ジ
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
中
学
校
か
ら
入

学
す
る
生
徒
が
少
し
で
も
増
え
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
同
時
に
町
外
か
ら
の
生
徒
勧
誘
の
た
め
、
昨
年

度
は
雫
石
高
校
の
校
長
と
教
育
長
と
で
盛
岡
市
内
の

中
学
校
を
数
校
訪
問
し
、
今
年
度
は
町
外
か
ら
５
名

の
入
学
が
あ
っ
た
。

一
度
補

助
し
た

場
所
の
再
補
助

を
し
な
い
理
論

的
根
拠
は
。

当
面
の

間
は
過

去
に
実
施
し
た

世
帯
は
補
助
金

交
付
対
象
外
と

し
、
多
く
の
新

規
取
組
農
家
を
支
援
す
る
。
令
和
3
年
度
か
ら
大
規

模
な
圃
場
を
守
る
た
め
、２
名
以
上
か
つ
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
圃
場
に
電
気
柵
を
設
置
す
る
場
合
、
補
助

率
50
％
、
上
限
額
20
万
円
を
追
加
し
補
助
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

は
。

高
齢
者
の
約
81
％
の
方
が
申
込
み
を
さ
れ
て

お
り
、
６
月
３
日
現
在
で
は
、
１
回
目
の
接

種
者
は
３
５
０
名
と
な
っ
て
い
る
。
接
種
完
了
に
つ

い
て
は
７
月
末
を
目
指
し
て
い
る
。
基
礎
疾
患
を
有

す
る
方
、
64
歳
以
下
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
状
況
等

を
踏
ま
え
、
準
備
を
進
め
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
計
画
は

利
用
家
庭
の
声
に
ど
う
応
え
る
か
。

運
行
時
刻
を
早
め
る
変
更
、
運
行
時
間
が
長

く
な
る
変
更
に
つ
い
て
は
、
始
発
か
ら
乗
車
す

る
生
徒
と
利
用
家
庭
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
な
ど
が

想
定
さ
れ
、
ま
た
登
校
時
刻
な
ど
場
合
に
よ
り
対
応

で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
生
徒
の
負
担
を
で
き
る
だ
け

増
や
さ
な
い
よ
う
に
調
整
し
て
い
く
。

電
気
柵
設
置
補
助
事

業
、再
補
助
は

　
　
実
施
済
世
帯
は
　
　

補
助
金
対
象
外

質
問
者
／
西
田
征
洋 

議
員

に
し

だ

ま
さ
ひ
ろ

QAQAQA 町  

長
コロナがなければ
「さなぶり会」で
重っこ料理食べら
れたのになぁ～

QAQAQA

QAQAQA

町  

長
県立雫石高校
将来ビジョンの
見直しは
どこが変わる。

町  

長
旧営林署が町内に
埋めた除草剤対策
は全然進展が見ら
れませんネ

ワーケーション設備を整える町内ホテル

新規導入農家に支援している電気柵

旧南畑小内に開設されているスポーツクラブ

ほ
じ
ょ
う
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こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
　

自
殺
者
対
策
は

　
　こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

計
画
に
基
づ
き
事
業
実
施

国
の
自
殺
統
計
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
が
原

因
に
よ
る
女
性
、
子
ど
も
の
自
殺
が
増
加
し

て
い
る
現
状
か
ら
一
層
力
を
入
れ
た
施
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
心
の
健
康
相
談
事

業
、い
の
ち
の
授
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、学
校
、

教
育
委
員
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
さ

ら
な
る
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

町
の
パ
ワ
ハ
ラ
へ
の
取
り
組
み
は

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
を
防
止
す
る
た
め

に
雇
用
管
理
上
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
町
の
取
り
組
み
状
況
は
。

令
和
2
年
9
月
に
町
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等

に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定
し
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
相
談
、
苦
情
へ
の
対
応
と
し
て
総
務

課
内
に
窓
口
を
設
置
し
、
問
題
の
解
決
に
あ
た
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

よ
し
ゃ
れ
通
り
中
心
部
に
　
　
　
　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

「
元
祖
し
ず
く
い
し
軽
ト
ラ
市
」
の
開
催
場

所
で
あ
る
よ
し
ゃ
れ
通
り
の
中
心
部
に
来
場

者
の
安
全
安
心
と
い
う
見
地
か
ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
で
は
平
成
28
年
度
よ
り
防
犯
カ
メ
ラ
付
き

防
犯
街
灯
の

設
置
を
進
め
、
こ
れ

ま
で
に
町
内
10
カ
所

に
設
置
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
よ
し
ゃ
れ

通
り
周
辺
に
3
カ
所

設
置
し
て
い
る
。
関

係
機
関
と
協
議
し
、

設
置
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い

く
。

農
家
の
所
得
確
保
、農
業
生
産

性
向
上
に
ど
う
取
り
組
む
か

　
　六
次
産
業
化
の
推
進
な

ど
を
支
援

農
家
の
所
得
確
保
、
農
業
生
産
性
を
高
め
る

研
究
、
投
資
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

農
業
者
育
成
、
経
営
安
定
の
推
進
と
し
て
人

と
経
営
へ
の
支
援
、
農
畜
産
物
の
安
定
生
産

推
進
と
し
て
、
作
業
効
率
向
上
へ
の
支
援
な
ど
生
産

と
農
業
基
盤
に
か
か
る
支
援
、
農
畜
産
物
販
売
と
六

次
産
業
化
の
推
進
で
、
加
工
機
械
設
備
導
入
や
加
工

グ
ル
ー
プ
活
動
支
援
な
ど
販
売
と
付
加
価
値
に
か
か

る
支
援
で
農
家
の
生
産
性
向
上
と
所
得
確
保
を
目
指

し
て
い
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
、
公
務
員
倫
理
の
理
解
を
深
め

る
事
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

全
体
の
奉
仕
者
た
る
公
務
員
と
し
て
、
職
責

を
認
識
し
、
法
令
を
順
守
し
、
社
会
規
範
に

の
っ
と
っ
た
行
動
が
で
き
る
職
員
を
目
指
す
。
人
事

評
価
に
お
い
て
自
己
申
告
後
評
価
者
の
客
観
的
評
価

や
面
談
で
評
価
結
果
の
確
認
や
改
善
点
指
導
な
ど
で

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
水
省
の
支
援
対
象
と
な
る
、
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
応
募
し
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
自
治
体
に
出
向
き
調
査
研
究
し
て
は
ど
う

か
。

応
募
し
て
い
る
自
治
体
は
、
当
町
と
良
く
似

た
中
山
間
田
園
地
帯
で
、
参
考
と
な
る
と
感

じ
て
い
る
。
研
究
と
し
て
は
、
指
導
セ
ン
タ
ー
と
と

も
に
、
昨
年
か
ら

新
品
目
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
も
し
て
い

る
。

農
地
集
約

化
が
遅
れ

て
い
る
と
の
農
林

水
産
省
の
調
査
が

公
表
さ
れ
た
が
、

町
と
し
て
の
取
組

状
況
と
、
今
後
の

見
通
し
は
。

農
業
者
の

高
齢
化
や

後
継
者
不
足
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
人
と
農
地
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
て
き
た
。

国
か
ら
よ
り
実
効
性
の
高
い
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
よ

う
指
示
を
受
け
、
令
和
２
年
度
末
に
プ
ラ
ン
の
見
直

し
作
業
を
完
了
し
た
。
今
後
は
、
小
さ
な
集
落
単
位

で
の
話
し
合
い
を
開
催
し
、
進
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
対
策
で  

　
　
　
　
　
　
　
　

飲
食
店
等
に
町
独
自
の
支
援
は

令
和
２
年
12
月
ま
で
の
町
の
地
域
企
業
感
染

症
対
策
等
支
援
事
業
費
補
助
金
の
利
用
事
業

者
の
追
跡
調
査
を
実
施
し
、
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る

事
業
者
へ
町
独
自
の
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。
対
策

対
応
事
業
者
を
町
内
外
へ
向
け
ピ
ー
ア
ー
ル
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

補
助
金
は
１
９
５
事
業
所
で
金
額
は
１
千
８
０

０
万
円
と
な
っ
た
。
県
は
令
和
３
年
度
、
感
染

症
防
止
対
策
認
証
制
度
を
導
入
し
、
対
応
飲
食
事
業
者

等
に
10
万
円
の
支
援
金
と
認
証
マ
ー
ク
の
交
付
を
実
施

予
定
で
あ
る
。
町
独
自
の
支
援
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。
町
内
事
業
者
等
に
対
し
経
営
状
況
の
調
査
で

必
要
な
支
援
策
を
聞
き
取
り
し
て
い
る
。

農
地
集
約
化
へ
の
　
　

取
り
組
み
は

　
　人・農
地
プ
ラ
ン
を
小

さ
な
集
落
単
位
で
推
進

質
問
者
／
徳
田
幸
男 

議
員

と
く

た

ゆ
き

お

質
問
者
／
大
村
昭
東 

議
員

お
お
む
ら
し
ょ
う
と
う

質
問
者
／
幅
　
秀
哉 

議
員

は
ば

ひ
で

や

QAQ QAA 町  

長
自殺防止対策は、
当町の最重要課題
として取り組む必
要があります

QAQAQA

QAQA

町  

長
法令無視：平成23
年から８年間の悪
習：その責任者誰
か責任取れ

町  

長
たんぼは
緑のじゅうたん
秋は黄金のさざ波
なんとか守り抜きたいね

新たな品目の誕生を期待

一昨年度に行われた御所地区の人・農地プラン懇談会の様子

活気あふれる商店街の一翼を担う軽トラ市
（令和元年11月撮影）
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こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
　

自
殺
者
対
策
は

　
　こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

計
画
に
基
づ
き
事
業
実
施

国
の
自
殺
統
計
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
が
原

因
に
よ
る
女
性
、
子
ど
も
の
自
殺
が
増
加
し

て
い
る
現
状
か
ら
一
層
力
を
入
れ
た
施
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
心
の
健
康
相
談
事

業
、い
の
ち
の
授
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、学
校
、

教
育
委
員
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
さ

ら
な
る
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

町
の
パ
ワ
ハ
ラ
へ
の
取
り
組
み
は

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
を
防
止
す
る
た
め

に
雇
用
管
理
上
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
町
の
取
り
組
み
状
況
は
。

令
和
2
年
9
月
に
町
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等

に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定
し
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
相
談
、
苦
情
へ
の
対
応
と
し
て
総
務

課
内
に
窓
口
を
設
置
し
、
問
題
の
解
決
に
あ
た
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

よ
し
ゃ
れ
通
り
中
心
部
に
　
　
　
　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

「
元
祖
し
ず
く
い
し
軽
ト
ラ
市
」
の
開
催
場

所
で
あ
る
よ
し
ゃ
れ
通
り
の
中
心
部
に
来
場

者
の
安
全
安
心
と
い
う
見
地
か
ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
で
は
平
成
28
年
度
よ
り
防
犯
カ
メ
ラ
付
き

防
犯
街
灯
の

設
置
を
進
め
、
こ
れ

ま
で
に
町
内
10
カ
所

に
設
置
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
よ
し
ゃ
れ

通
り
周
辺
に
3
カ
所

設
置
し
て
い
る
。
関

係
機
関
と
協
議
し
、

設
置
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い

く
。

農
家
の
所
得
確
保
、農
業
生
産

性
向
上
に
ど
う
取
り
組
む
か

　
　六
次
産
業
化
の
推
進
な

ど
を
支
援

農
家
の
所
得
確
保
、
農
業
生
産
性
を
高
め
る

研
究
、
投
資
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

農
業
者
育
成
、
経
営
安
定
の
推
進
と
し
て
人

と
経
営
へ
の
支
援
、
農
畜
産
物
の
安
定
生
産

推
進
と
し
て
、
作
業
効
率
向
上
へ
の
支
援
な
ど
生
産

と
農
業
基
盤
に
か
か
る
支
援
、
農
畜
産
物
販
売
と
六

次
産
業
化
の
推
進
で
、
加
工
機
械
設
備
導
入
や
加
工

グ
ル
ー
プ
活
動
支
援
な
ど
販
売
と
付
加
価
値
に
か
か

る
支
援
で
農
家
の
生
産
性
向
上
と
所
得
確
保
を
目
指

し
て
い
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
、
公
務
員
倫
理
の
理
解
を
深
め

る
事
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

全
体
の
奉
仕
者
た
る
公
務
員
と
し
て
、
職
責

を
認
識
し
、
法
令
を
順
守
し
、
社
会
規
範
に

の
っ
と
っ
た
行
動
が
で
き
る
職
員
を
目
指
す
。
人
事

評
価
に
お
い
て
自
己
申
告
後
評
価
者
の
客
観
的
評
価

や
面
談
で
評
価
結
果
の
確
認
や
改
善
点
指
導
な
ど
で

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
水
省
の
支
援
対
象
と
な
る
、
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
応
募
し
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
自
治
体
に
出
向
き
調
査
研
究
し
て
は
ど
う

か
。

応
募
し
て
い
る
自
治
体
は
、
当
町
と
良
く
似

た
中
山
間
田
園
地
帯
で
、
参
考
と
な
る
と
感

じ
て
い
る
。
研
究
と
し
て
は
、
指
導
セ
ン
タ
ー
と
と

も
に
、
昨
年
か
ら

新
品
目
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
も
し
て
い

る
。

農
地
集
約

化
が
遅
れ

て
い
る
と
の
農
林

水
産
省
の
調
査
が

公
表
さ
れ
た
が
、

町
と
し
て
の
取
組

状
況
と
、
今
後
の

見
通
し
は
。

農
業
者
の

高
齢
化
や

後
継
者
不
足
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
人
と
農
地
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
て
き
た
。

国
か
ら
よ
り
実
効
性
の
高
い
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
よ

う
指
示
を
受
け
、
令
和
２
年
度
末
に
プ
ラ
ン
の
見
直

し
作
業
を
完
了
し
た
。
今
後
は
、
小
さ
な
集
落
単
位

で
の
話
し
合
い
を
開
催
し
、
進
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
対
策
で  

　
　
　
　
　
　
　
　

飲
食
店
等
に
町
独
自
の
支
援
は

令
和
２
年
12
月
ま
で
の
町
の
地
域
企
業
感
染

症
対
策
等
支
援
事
業
費
補
助
金
の
利
用
事
業

者
の
追
跡
調
査
を
実
施
し
、
対
策
が
取
ら
れ
て
い
る

事
業
者
へ
町
独
自
の
支
援
を
考
え
て
い
る
か
。
対
策

対
応
事
業
者
を
町
内
外
へ
向
け
ピ
ー
ア
ー
ル
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

補
助
金
は
１
９
５
事
業
所
で
金
額
は
１
千
８
０

０
万
円
と
な
っ
た
。
県
は
令
和
３
年
度
、
感
染

症
防
止
対
策
認
証
制
度
を
導
入
し
、
対
応
飲
食
事
業
者

等
に
10
万
円
の
支
援
金
と
認
証
マ
ー
ク
の
交
付
を
実
施

予
定
で
あ
る
。
町
独
自
の
支
援
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。
町
内
事
業
者
等
に
対
し
経
営
状
況
の
調
査
で

必
要
な
支
援
策
を
聞
き
取
り
し
て
い
る
。

農
地
集
約
化
へ
の
　
　

取
り
組
み
は

　
　人・農
地
プ
ラ
ン
を
小

さ
な
集
落
単
位
で
推
進

質
問
者
／
徳
田
幸
男 

議
員

と
く

た

ゆ
き

お

質
問
者
／
大
村
昭
東 

議
員

お
お
む
ら
し
ょ
う
と
う

質
問
者
／
幅
　
秀
哉 

議
員

は
ば

ひ
で

や

QAQ QAA 町  

長
自殺防止対策は、
当町の最重要課題
として取り組む必
要があります

QAQAQA

QAQA

町  

長
法令無視：平成23
年から８年間の悪
習：その責任者誰
か責任取れ

町  

長
たんぼは
緑のじゅうたん
秋は黄金のさざ波
なんとか守り抜きたいね

新たな品目の誕生を期待

一昨年度に行われた御所地区の人・農地プラン懇談会の様子

活気あふれる商店街の一翼を担う軽トラ市
（令和元年11月撮影）
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こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問
町
政
を
問
う 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

ど
の
種
別
を
優
先
か

　
　
町
の
実
情
に
応
じ
て

検
討
す
る

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
優
先

的
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

町
は
様
々
な
種
別
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
対
応
で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
中
で
も
地
熱
発
電
は
地
域
特
有
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
今
後
の

町
の
実
情
に
応
じ
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

大
区
画
圃
場
整
備
は

農
業
生
産
の
作
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
、
大

区
画
圃
場
整
備
を
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

令
和
３
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て
も
位
置
づ

け
、
先
行
し
て
取
り
組
む
地
区
が
モ
デ
ル
と
な

り
、
そ
の
後
全
町
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
け
る
よ
う

取
り
組
む
。

雫
石
駅
開
業
１
０
０
周
年
記
念
事
業
は

記
念
式
典
を
開
催
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

記
念
式
典
は
６
月
25
日
の
開
業
日
に
合
わ
せ

て
実
施
す
る
。
令
和
4
年
度
は
橋
場
線
開
通

１
０
０
周
年
を
迎
え
、
沿
線
自
治
体
及
び
関
係
機
関

と
連
携
し
、
来
年
度
の
事
業
展
開
に
向
け
取
り
組
む
。

新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
予
約
状

況
は
。

令
和
３
年

５
月
31

日
現
在
、
５
１
６

３
名
。
高
齢
者
の

約
81
％
が
申
し
込

ん
で
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い
方
へ
ど
の
よ

う
に
周
知
し
、
地
域
免
疫
力
を
高
め
る
の
か
。

接
種
希
望
者
の
早
期
接
種
に
取
り
組
み
、
今

後
、
接
種
対
象
範
囲
拡
大
時
に
広
報
等
で
接

種
情
報
を
未
接
種
者
へ
周
知
を
図
り
、
接
種
希
望
に

つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
。

人
口
減
少
の
要
因
分
析
は

２
０
２
０
年
の
国
勢
調
査
で
町
人
口
は
７
・

３
パ
ー
セ
ン
ト
減
だ
っ
た
が
、
少
子
高
齢
化

の
ほ
か
の
要
因
分
析
、
評
価
は
。

町
で
産
ま
れ
た
子
ど
も
の
う
ち
、
高
校
卒
業

以
降
４
割
が
町
外
へ
転
出
し
て
い
る
。
婚
姻

率
や
合
計
特
殊
出
生
率
が
全
国
以
下
で
あ
る
こ
と
が

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
雫
石
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
で
人
口
減
少
抑
制
を
進
め
て
き
た

が
、
効
果
は
薄
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協
議
会
の
概
要
は

今
年
５
月
設
立
の
雫
石
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

協
議
会
の
概
要
と
主
事
業
は
。

雫
石
町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
連
絡
協

議
会
と
雫
石
町
地
域
公
民
館
連
絡
協
議
会
が

統
合
し
、
相
互
の
情
報
交
換
、
活
動
交
流
会
実
施
、

人
材
育
成
に
資
す
る
視
察
、
研
修
の
実
施
、
活
動
活

性
化
に
資
す
る
情
報
発
信
等
の
事
業
を
行
う
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約

状
況
は

　
　
高
齢
者
の
約
81
％
が

予
約

質
問
者
／
古
舘
謙
護 

議
員

ふ
る
だ
て
け
ん

ご

主
要
行
事
の
開
催
、対
策

を
講
じ
て
で
き
な
い
か

　
　
直
近
の
感
染
状
況
を             

み
て
判
断
す
る

成
人
式
な
ど
主
要
行
事
の
延
期
や
中
止
が
あ

る
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
行
事
の
開
催

再
考
を
望
む
声
も
あ
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

町
の
感
染
状
況
は
日
々
刻
々
と
変
化
し
て
お

り
、
現
時
点
で
は
ま
だ
油
断
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
。
直
近
の
感
染
状
況
を
み
な
が
ら
、
中
止
、

延
期
、
縮
小
開
催
な
ど
の
判
断
を
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
観
光
誘
客
対
策
は
市
町
村
独

自
の
支
援
策
で
減
少
防
止
に
成
果
を
あ
げ
て

い
る
事
例
が
あ
る
。
長
期
的
な
対
策
と
し
て
ど
う
支

援
し
て
い
く
の
か
。

３
密
の

回
避
や

健
康
志
向
の
高

ま
り
に
よ
り
、

ア
ウ
ト
ド
ア
に

関
心
が
集
ま
っ

て
い
る
こ
と
か

ら
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
な
ど
新
た
な

観
光
内
容
を
充

実
さ
せ
て
い
く
。

ま
た
、
多
様
な
観
光
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
し
ず
く
い
し
観
光
協
会
と
連
携
し
た
誘
客
事
業
が

展
開
で
き
る
よ
う
体
制
整
備
を
進
め
て
い
く
。

学
力
向
上
支
援
事
業
は

教
員
指
導
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
課
外
学

習
指
導
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
果
た
す
目
標

と
は
な
に
か
。

教
員
指
導
力
向
上
は
主
に
雫
石
中
学
校
の
各

教
科
別
担
当
教
員
の
授
業
力
の
向
上
で
あ

る
。
学
力
向
上
専
門
監
（
5
教
科
を
専
門
と
す
る
退

職
校
長
）
か
ら
授
業
を
見
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
は
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。
課
外
学
習

指
導
支
援
は
夏
季
、
冬
季
の
長
期
休
業
中
に
学
力
向

上
専
門
監
か
ら
高
校
入
試
を
見
据
え
た
補
習
授
業
を

受
け
、
学
力
向
上
を
目
指
す
。

質
問
者
／
上
野
三
四
二 

議
員

う
わ

の

み

よ

じ

QAQAQA 町  

長

QAQAQA 町  

長

大区画の圃場整備
をして農作業効率
を上げていければ
よいと思う。

QAQAA QAQ

コロナワクチン若
者現役世代優先で
接種してほしいで
すね！

町  

長
2020年の国調人口
１万5,742人。
待ったなし！
人口減少対策

質
問
者
／
杉
澤
敏
明 

議
員

す
ぎ
さ
わ
と
し
あ
き

開業100周年を迎えた雫石駅

再開が決定した一生に一度の成人式

希望者への早期接種に向けフル稼働する
町内医療機関

ほ
じ
ょ
う
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ン
を
接
種
し
て
い
な
い
方
へ
ど
の
よ

う
に
周
知
し
、
地
域
免
疫
力
を
高
め
る
の
か
。

接
種
希
望
者
の
早
期
接
種
に
取
り
組
み
、
今

後
、
接
種
対
象
範
囲
拡
大
時
に
広
報
等
で
接

種
情
報
を
未
接
種
者
へ
周
知
を
図
り
、
接
種
希
望
に

つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
。

人
口
減
少
の
要
因
分
析
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２
０
２
０
年
の
国
勢
調
査
で
町
人
口
は
７
・

３
パ
ー
セ
ン
ト
減
だ
っ
た
が
、
少
子
高
齢
化

の
ほ
か
の
要
因
分
析
、
評
価
は
。

町
で
産
ま
れ
た
子
ど
も
の
う
ち
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高
校
卒
業

以
降
４
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町
外
へ
転
出
し
て
い
る
。
婚
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率
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計
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因
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れ
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雫
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と
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コ
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ュ
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概
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。
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す
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ク
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齢
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催
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す
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催

再
考
を
望
む
声
も
あ
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

町
の
感
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状
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縮
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催
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光
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独
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ア
ウ
ト
ド
ア
に

関
心
が
集
ま
っ

て
い
る
こ
と
か

ら
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
な
ど
新
た
な

観
光
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光
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光
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携
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ク
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ク
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。

教
員
指
導
力
向
上
は
主
に
雫
石
中
学
校
の
各

教
科
別
担
当
教
員
の
授
業
力
の
向
上
で
あ

る
。
学
力
向
上
専
門
監
（
5
教
科
を
専
門
と
す
る
退

職
校
長
）
か
ら
授
業
を
見
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
は
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。
課
外
学
習

指
導
支
援
は
夏
季
、
冬
季
の
長
期
休
業
中
に
学
力
向

上
専
門
監
か
ら
高
校
入
試
を
見
据
え
た
補
習
授
業
を

受
け
、
学
力
向
上
を
目
指
す
。

質
問
者
／
上
野
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四
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員

う
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の

み

よ

じ

QAQAQA 町  

長

QAQAQA 町  

長

大区画の圃場整備
をして農作業効率
を上げていければ
よいと思う。

QAQAA QAQ

コロナワクチン若
者現役世代優先で
接種してほしいで
すね！

町  

長
2020年の国調人口
１万5,742人。
待ったなし！
人口減少対策

質
問
者
／
杉
澤
敏
明 

議
員

す
ぎ
さ
わ
と
し
あ
き

開業100周年を迎えた雫石駅

再開が決定した一生に一度の成人式

希望者への早期接種に向けフル稼働する
町内医療機関

ほ
じ
ょ
う
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　５月 20 日、休暇村岩手網張温泉で温泉観光の課
題と網張温泉源泉の現況について視察しました。コ
ロナ禍による温泉宿泊施設利用客の減少や、網張温
泉特有の硫黄臭や白濁色が源泉の湯量低下により弱
まっていることなどの報告があり、今後の取り組み
について意見交換をしました。
　その後網張温泉ありね山荘を視察し、腐食が進ん
できた外壁や給湯タンクの状況を確認しました。

温泉施設
網張温泉とありね山荘の現状を視察

調査

1
　６月 11日、しずくいしアグリリサイクルセンター
で施設の利用状況、設備等の現況、今後の課題など
の説明を受けました。令和２年度の運営状況は、堆
肥の受入量、販売量ともに前年度と比較すると減少
となりましたが、製品は良質に仕上がっていました。
施設・機械・車両等の老朽化による不具合が発生し、
修繕費の増大、稼働停止など課題が挙げられました。

指定管理
しずくいしアグリリサイクル
センター視察

調査

2

［杉澤敏明委員長］

　令和３年４月から、議会改革の一環として、町民
と議会との懇談会のあり方、業務継続計画（議会Ｂ
ＣＰ）などについて協議しています。
　特にも、全国的に議員のなり手不足が課題とされ
ている中、議員活動と家庭生活の両立を図りながら
活動しやすくなるよう、公務や傷病、出産、育児、看護、
介護、配偶者の出産補助の場合は議会の欠席を認め
ることや、出産時の欠席期間の明確化について検討
してきました。併せて、請願者の利便性の向上を図る
ため、請願者の押印を一律に義務付けていたものを、
請願者が自署している場合は押印を不要とし、署名
と記名押印を選択できるように協議してきました。

　検討協議の結果は、令和３年６月定例会において、
議員発議により提案し、雫石町議会会議規則を一部
改正しました。

議会改革の取り組みを検討・協議
会議規則を一部改正　
〔4/1、5/14、5/26、6/11〕

協議

1

［上野三四二委員長］

議会だより
第１１７号好評を得て、委員全員
次号の取材奮闘中
○議会だより第 117 号紙面リニューアルして
発行

　議会だより第 117 号は、議会改革の一環として、
リニューアル発行され町民の皆様より好評をいただ
いています。
　これを励みに、今後も町民の皆様に親しみのある
分かりやすい議会だよりを目指して活動していきま
す。

○令和３年４月７日
　議会だより第 117 号初校編集会議を開催しまし
た。
○令和３年４月13日
　議会だより第 117 号再校編集会議を開催しまし
た。
○令和３年４月16日
　議会だより第 117 号念校編集会議を開催しまし
た。
○令和３年４月22日
　議会だより第117号発行。
○令和３年６月４日
　議会だより第 118 号の割り付けや編集日程等協議
しました。
○令和３年６月15日
　議会だより第118号特集記事の内容や取材方針に
ついて協議しました。
○令和３年６月24日
　議会だより第 118 号特集記事の取材及び、レイア
ウトについて協議しました。

［堂前義信委員長］［堂前義信委員長］

　6月10日、所管課である健康子育て課よりワクチ
ン接種状況と今後の見通しを聞き取り調査しました。
65 歳以上の対象者（５月末現在）では約 81％の申
し込みがあり７月末までに接種完了の見込みです。
また 65 歳未満には６月下旬から、60 歳未満には８
月上旬に接種券を発送する計画である事を確認しま
した。

調査し、施策見直しや改善に役立てると説明を受け
ました。計画については各地域の特性に応じた課題
を検討し施策と各課題の調査内容を項目ごとに確認
しました。

新型コロナワクチン
接種状況と今後の見通し

調査

1

　6 月 10 日、所管課である地域づくり推進課より
公共交通利用実態調査業務委託料と雫石町地域公共
交通計画を聞き取り調査しました。委託内容は交通
機関や観光施設の利用者に対する実態及びニーズを

町の公共交通
利用者の実態調査と計画

調査

2

［横手寿明委員長］

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

総務産業常任委員会広報広聴常任委員会

議会運営委員会

着実に一歩ずつ進む議会改革

教育民生常任委員会

施策評価する項目をリストアップする委員たち

温泉の湯量低下が心配される網張温泉 販売量は減少も肥料の品質は上々

広報広聴常任委員会

特集記事のレイアウトを試案中
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Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
｜
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
ま
し
た

ふ
る
さ
と
へ
の
便
り

東
あずま
　淳
あつ
樹
き
さん（53 歳・矢櫃行政区）

佐
さ
々
さ
木
き
　結

ゆ
愛
い
さん（12 歳・駒木野行政区）

千
ち
葉
ば
　和
かず
彦
ひこ
さん（69 歳・まがき行政区）

細
ほそ
川
かわ
　操
みさお
さん（80 歳・黒沢川行政区）

山紫水明 県道・紫波雫石線

西山の伝統芸能

残雪の駒ケ岳が好き

四季折々

V O C E

　昨年 11 月、芦ヶ平という小さな集落に盛岡
から移住してきました。数ある中でもとくにお
気に入りなのは、矢櫃の堀合神社からうちの集
落までの車窓からの景色です。新緑、木漏れ日、
紅葉、銀世界…。
　四季折々、通るほどにため息がでます。この
美しい自然景観は雫石の財産です。後世に残す
べき宝だと思っています。

　西山小では、よしゃれやさんさ踊り、西山小
唄の伝統芸能を運動会や学習発表会で披露して
います、私は、さんさ踊りで横笛を担当し、太
鼓の音に合わせて響かせることを頑張っていま
す。最後まで吹き終わると達成感があります。
これからも西山小の自慢をたくさんの方に観て
いただきたいです。

　春には山菜、夏には花が咲き、秋にはくだも
の、冬はコタツで丸くなる。この町は四季がはっ
きりしていて、メリハリがある毎日を過ごせます。
どっこも、知らないけど、ここが一番いいです。
交通の便がもう少しよければ、言う事なしなん
ですが。
　この町でまだまだピンピン、愛犬と過ごします。

　雫石盆地にはすばらしい山々、そして田園地
帯があります。残念なのは人口減少です。住み
やすい環境で、素材がこれだけあり、ぜひ当町
への移住を皆さんで PRしてほしいものです。
　私のお気に入りは、駒ケ岳方面に現れる残雪
で、春の雪形が熊の姿から苗取爺さん、苗取婆
さんに見える頃の風景です。今年も忙しい時期
に向かい頑張ります。

議員が町内を歩いて
皆さんの声を聴く VOICE シリーズ。

今回は「しずくいしのここが好き♡」です。

皆さんの声を聞きました

No.13
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愛犬と

　私は林崎行政区で四人姉妹の次女として生
まれました。
　両親は穏やかな人で怒られたこともなく、
就職したいと言った私の気持ちを理解して送
り出してくれました。たった 15年しか暮ら
せなかった事が親不孝だったと 55才で亡く
なった母には申し訳なかったと後悔ばかりで
す。父はお酒が好きで無口なのに酔うと陽気
になり小遣いをくれる人でした。母に先立た
れて寂しい想いをしていた父に、帰省した時
にはもっと話相手になってあげていればと思
い出すばかりです。
　両親が映画好きで観たい映画があると私を
連れて（妹二人は留守番）、夜、歩いて町の
五十番映画館まで出かけました。ひばりさん
や大川橋蔵の時代劇が好きで歩くのも苦にな
らなかったです。幼い時、家の北側を川が流
れており妹や近所の子供たちとパンツ１枚で
水遊びをしたり、隣家の庭のグミの木に登っ
て食べたり（了解済）、美味しかった記憶が
あります。

　小学校は４年から新校舎に移り、休み時間
に得意な似顔絵を頼まれて書いていた記憶が
あります。中学校は遠かったので冬は吹雪の
中を歩いて帰り、ストーブの煙突から煙が見
えるとほっとしたものです。部活は卓球部で
現在も趣味として楽しんでいます。
　職場は楽しく、寮生活も同年代の人と一緒
に過ごしながら５年間勤めることができまし
た。食堂でうどんに穴があいているのにビッ
クリ！（それがマカロニでした）そして初め
てのカツ丼など、当時の故郷では食べられな
かった味なので嬉しかったです。知り合いも
いない神奈川に就職するなんて、今思うとよ
くやったと自分を褒めてやりたいです。この
頃に知り合った主人と 20 歳で結婚。53 年
間連れ添い２児に恵まれました。主人も私も
カラオケが好きでコロナ禍になる前はいろい
ろな大会に出てトロフィーをいただきました。
　コロナ禍になる前は毎年お盆に帰省してい
たので３年くらい帰省していません。“街”
にならないで田舎の“町”のままの今の雫石
が好きです。
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84
在京雫石町友会 会員　　柿

かき

木
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カヅ子
こ

さん

昭和 22年林崎行政区生まれ。下長山小学校－西山中学校－日本電気（NEC）相模原事業所。群馬県太田市在住。
子供二人、趣味カラオケ、旅行、卓球。

職場にて（10代の私）

成人式



【訂正とお詫び】
　前号で５ページの下段、10 行目の岩持清美委員に対する町当局（地域整備課長）
の答に誤りがありました。訂正してお詫びいたします。
　誤） ２戸 → 正） 12 戸

今月の

� 表紙

写真左から
瑛
えい

斗
と

さん（9歳）
心
こ

咲
こ

さん（7歳）
樹
じゅ

茉
ま

さん（5歳）

なかよしシリーズ⑬

子どもとアルペン公園にて
左上が本人。右上が妻の玲

れ

奈
な

さん（旧姓：米沢）（27歳）
中央左：依

え

茉
ま

さん（３歳）
中央右：悠

ゆ

月
づき

さん（４歳）

杉
すぎ
田
た
美
よし
樹
き
さん、郁

いく
美
み
さん（五区行政区）の

お子さんのなかよし 3きょうだいです
将来の夢は何ですか？
　長男　瑛

えい
斗
と

さん：サッカー選手、建築士に
　　　　　　　　　なって自分で家を建てたい
　長女　心

こ
咲
こ

さん：友達とケーキ屋さん
　次男　樹

じゅ
茉
ま

さん：足が速くなって運動会で
　　　　　　　　　１位を取りたい

久
く

慈
じ

　隆
たかし

さん（33歳）｜林行政区｜※盛岡市出身

会社で知り合い、共通のスポーツ（バドミン
トン）を通して仲良くなりました。

お二人の馴れ初めは？

A
Q

豊かな自然に囲まれて、治安も良く、子ども
たちとのびのびと過ごせる町です。

雫石町に暮らしてみて、いかがですか？

A
Q

若年層による地域活性化の推進と強化。

町に望むことは？

A
Q

ご縁があり、雫石町民になった

情報公開
●議長交際費執行状況

【議長交際費とは】
　議長等が議会を代表
し、外部との交渉、情
報収集、町政協力者へ
の謝意を表すために係
る経費で、会費や香典
などです。

【議長交際費内訳（4月～6月）】

月 葬祭費 お祝い、会費

4 月 0 件 0 円 0 件 0 円

5 月 1 件 22,000 円 0 件 0 円

6 月 0 件 0 円 1 件 10,000 円

合計 1 件 22,000 円 1 件 10,000 円

※議会の動きはHPに掲載しています。

■ 編集デスク
　議場でも新型コロナウイルス感染対策を講じる「密集・密
接回避の強化策」を行い、６月定例会が開催されました。
　わが町でも田植え後の苗が順調に生育し、稲作農家も
ほっとしていることと思います。　
　今回「議会だより」の発行にあたり、小学校統合後につい
ての特集に取り組みましたが、町民の皆さんから旧校舎の
利活用等に対してご感想を頂ければ幸いです。
　最後に、広報づくりに対して編集委員一丸となり頑張って
いきたいと思いますので、今後ともよろしくお願いいたしま
す。

（広報広聴常任委員：岡本忠美）

発行責任者（議長）／前田隆雄
　　　編集委員長／堂前義信
　　　　副委員長／横手寿明

編集委員／幅　秀哉・古舘謙護
　　　　　岡本忠美・坂井尚樹
　　　　　金子一男
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